
令和 6年度第 3回山口県子育て文化審議会の概要について 

  

１ 日時  令和 7年 2月 17日（月）15時 00分から 16時 30分まで 

 

２ 場所  県庁共用第 3会議室 

 

３ 出席者 

 委員 18名(次紙のとおり) 

 県：こども・子育て応援局長、こども政策課長、こども家庭課長、関係課職員 

 

４ 議題等（主な意見の概要） 

◆ やまぐち子ども・子育て応援プラン（最終案）について 

・県が子どもの意見表明のために丁寧にアンケートを実施したように、県内市町でも同

じレベルで取組が進むようお願いしたい。 

・子どもたちの中に「自分の声に力がある」「意見を大人が聞いてくれた」という実感

がわいて主体的な大人に育つよう、本プランのやさしい版を活用して子どもたちへ

意見反映のフィードバックまでをお願いしたい。 

・本プランの内容は、教職員が子どもたちを様々な支援に繋げていくことができる 

ように把握しておくべきものなので、校長会でやさしい版の周知を図りながら取組

を協議していきたい。 

・プランのやさしい版が実際の教育の現場で使われている様子などを通じ、子どもたち

の声が県に届き、そこから県の施策がつくられ、その過程を子どもたちに伝えるとい

った、子どもたちの声が循環している様子を県民にしっかり見せてほしい。 

・計画を進める際には、様々な事業の実施状況をＳＮＳ等で配信するなどすれば、若い

人たちに本プランや県の取組の様子が伝わり、県への期待が膨らむのではないか。 

・働き方改革に関する施策や「家族でやま学の日」の取組など、様々な助成や制度があ

っても、理解不足などが原因で個々の場面において利用できないという不公平が利

用希望者に起きないよう、理念も含めて県としてしっかり伝えていってほしい。 

・本プランは、複数の法律などに基づく計画が一元化され、内容も多岐にわたるため、

各取組の評価・検討が見えにくくならないようにしてほしい。 

 

 



2月 17日 子育て文化審議会出席委員一覧(50音順) 
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